
教
職
員
定
数
の
充
実
等
義
務
教
育
環
境
の
整
備
に
関
す
る
決
議

平
成
二
十
六
年
十
一
月
十
八
日

参

議

院

文

教

科

学

委

員

会

公
立
小
学
校
一
年
生
の
学
級
編
制
の
標
準
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
三
年
に
改
正
さ
れ
た
義
務
標
準
法
に
お
い
て
、
四
十
人

か
ら
三
十
五
人
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
同
法
の
附
則
第
二
項
に
お
い
て
は
、
政
府
は
公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
の

学
級
規
模
及
び
教
職
員
の
配
置
の
適
正
化
に
関
し
、
小
学
校
二
年
生
以
上
の
学
級
編
制
の
標
準
も
順
次
改
定
す
る
こ
と
等
に
つ

い
て
検
討
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
法
制
上
の
措
置
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

、

、

、

、

、

ま
た

本
委
員
会
で
は

全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
た
同
法
案
に
対
し
て

政
府
及
び
関
係
者
は

同
法
の
施
行
に
当
た
っ
て

「
必
要
か
つ
十
分
な
数
の
加
配
教
員
が
配
置
で
き
る
よ
う
予
算
の
確
保
に
努
め
る
」
と
と
も
に

「
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
金

、

に
つ
い
て
は
、
現
場
の
要
望
を
十
分
か
つ
確
実
に
反
映
で
き
る
よ
う
予
算
の
確
保
に
努
め
る
こ
と
」
等
を
内
容
と
す
る
附
帯
決

議
を
付
し
た
。

し
か
る
に
、
去
る
十
月
二
十
七
日
に
、
財
政
制
度
等
審
議
会
財
政
制
度
分
科
会
に
お
い
て
、
公
立
小
学
校
一
年
生
の
学
級
編

制
の
標
準
の
四
十
人
へ
の
引
上
げ
、
加
配
定
数
の
合
理
化
、
教
員
給
与
の
縮
減
等
に
つ
い
て
提
案
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ

れ
は
、
平
成
二
十
三
年
の
改
正
法
及
び
同
法
案
に
対
す
る
本
委
員
会
の
全
会
一
致
に
よ
る
附
帯
決
議
を
真
っ
向
か
ら
否
定
す
る

も
の
で
あ
り
、
到
底
容
認
で
き
な
い
。

近
年
、
い
じ
め
や
不
登
校
へ
の
対
応
な
ど
教
員
の
職
務
は
ま
す
ま
す
複
雑
困
難
化
し
、
教
員
自
身
が
担
う
責
務
も
増
大
し
て

お
り
、
本
年
六
月
に
公
表
さ
れ
た
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
国
際
教
員
指
導
環
境
調
査
（
Ｔ
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｓ
）
に
お
い
て
も
、
我
が
国
の
教
員
の
勤

務
時
間
は
調
査
参
加
国
中
最
長
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
改
善
し
、
教
員
が
子
供
に
じ
っ
く
り
と
向
き
合
い
、
行

き
届
い
た
授
業
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
こ
そ
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。



加
え
て
、
本
年
八
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
子
供
の
貧
困
対
策
に
関
す
る
大
綱
に
お
い
て
は
、
学
校
を
子
供
の
貧
困
対
策
の
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
位
置
付
け
て
総
合
的
に
対
策
を
推
進
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
政
府
は
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
応
じ
た
新
し
い
教
育
を
実
現
す
る
た
め
、
長
期
的
な
我
が
国
の
在
り
方

を
見
通
す
広
い
視
野
を
持
ち
、
義
務
教
育
環
境
の
整
備
に
向
け
て
、
次
の
事
項
の
実
現
に
万
全
を
期
す
べ
き
で
あ
る
。

一
、
子
供
た
ち
の
創
造
性
や
考
え
る
力
を
培
う
授
業
へ
の
転
換
を
図
り
、
地
方
の
自
主
性
を
尊
重
し
つ
つ
、
少
人
数
学
級
及
び

少
人
数
教
育
等
を
着
実
に
推
進
す
る
た
め
、
義
務
標
準
法
の
改
正
に
よ
り
小
学
校
二
年
生
以
上
の
学
級
編
制
の
標
準
も
順
次

三
十
五
人
に
引
き
下
げ
る
な
ど
、
教
職
員
定
数
を
計
画
的
に
改
善
す
る
こ
と
。

二
、
市
町
村
、
学
校
な
ど
の
実
態
に
即
し
て
、
必
要
か
つ
十
分
な
数
の
加
配
教
職
員
が
配
置
で
き
る
よ
う
定
数
を
確
保
す
る
こ

と
。

三
、
子
供
た
ち
の
教
育
の
機
会
均
等
を
図
る
と
と
も
に
多
様
な
学
び
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
教
員
に
加
え
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
等
多
様
な
専
門
性
を
持
つ
人
材
の
学
校
へ
の
配
置
を
促
進
す
る
こ
と
。

四
、
人
材
確
保
法
を
遵
守
し
、
意
欲
の
あ
る
優
れ
た
教
員
を
確
保
す
る
た
め
、
そ
の
士
気
を
高
め
、
努
力
に
報
い
る
処
遇
を
保

障
す
る
こ
と
。

右
決
議
す
る
。


